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１．2022年度の活動計画および活動報告
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 2022年度の活動として、以下を予定しておりました。

１ー１ 2022年度の主な活動計画

水道情報活用システム標準仕様研究会

仕様メンテナンス
部会

総会

アセットマネジメント
ＳＩＧ

• アセットマネジメントの高度な実践を図るための項目
の整備

• ４つの分科会（※）を設け、それぞれのテーマにおいて
集中討議
（※）ミクロマネジメント、マクロマネジメント、統計調査、アセマネアプリ

• 標準仕様の維持、メンテナンス

• 研究会の活動に関する決議

ＷＧ

運営検討部会
• 会則、運用規程等の改定案検討
• 入会審査
• 事業報告・事業計画の審議

• 水道事業者ＷＧ
• ベンダＷＧ

CR検討ＳＩＧ
（準拠基準）

• 水道事業者の水道情報システム導入検討の参考に
資する標準仕様への準拠基準を作成

料金・会計システム
ＳＩＧ

• 料金・会計システムのデータ項目区分名について、
データ利活用を念頭においたデータ項目の再整理
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 2022年度の主な活動は以下のとおりとなります。

１－２ 2022年度の活動報告（概要）

4

会議名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

審査委員会 ▲ ▲

総会 ▲

仕様メンテナンス部会 ▲ ▲ ▲ ▲

ＷＧ ▲ ▲

アセットマネジメントSIG

料金・会計システムSIG

CR検討SIG

運営検討部会 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

普及活動

研究会主催の普及活動 ▲ ▲

官民連携協議会への参加 ▲ ▲ ▲ ▲

情報発信 ▲ ▲

事業者WG・ベンダWG 事業者WG・ベンダWG

ミクロマネジメント（業務オペレーション） 等

研究会主催の説明会を実施、水道事業者等を対象とした外部の説明会への参加、
水道情報活用システム導入検討の参考となるような情報発信

準拠基準（アプリケーション）の策定

全国６カ所での説明会・個
別相談会 ウェビナーの開催

簡易チェックリストの
HP公開

業務オペレーションの
HP公開

標準仕様書
改定審議
（独自IF延

長）

標準仕様書改定
審議（料金・会
計システムの項目

整理）

独自IF延長
審議

審査委員会
向け審議

審査委員会
向け審議

料金・会計シス
テムの項目審議

松山会場での説明会・個別
相談会

データ項目等の再整理

山形県開催 福岡県開催茨城県開催 三重県開催

入会審査 入会審査 入会審査入会審査 チェックリスト
審議

入会審査 準拠サービス公開基準の審議、
入会審査、事業計画の承認
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 以下のとおり、部会を開催しました。

■４回開催
第10回（2022.8.1 WEB開催）独自IFの暫定期間延長（案）の審議
第11回（2022.9.16 WEB開催）審査委員会向け資料（独自IFの暫定期間延長）の審議
第12回（2023.2.1 WEB開催）料金・会計システムの項目再整理（案）の審議
第13回（2023.3.3 WEB開催）審査委員会向け資料（料金・会計システムの項目再整理）の審議

概要

仕様
メンテナンス
部会

運営検討
部会

■７回開催
第17回～第20回・第22回（WEB開催）入会審査
第21回（WEB開催）簡易チェックシートの審議
第23回（WEB開催）準拠サービス・製品の公表基準（アプリケーション）・入会審査・
事業計画の承認

１－３ 2022年度の活動報告（部会）

5
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２．標準仕様書の管理・改定について
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＜改定箇所＞

Copyright (C) 水道情報活用システム標準仕様研究会 All Rights Reserved.

 ベンダ様によるアプリケーションの標準インターフェィス対応が普及・展開の途上である
ため、暫定的に認められている「独自方式（独自インターフェイス）」での接続につ
いて、暫定期間を1年延長し2024年3月31日とすることで更なる普及促進を図
ることについて、審査委員会にて承認を頂き標準仕様書の改定を行いました。

２－１ 標準仕様書の改定（独自インターフェイスの暫定期間延長）
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 以下のとおり、水道事業者ＷＧ活動を行いました。

開催日：2022年6月22日（水）
参加者：水道事業者：３９事業者（会員１８、オブザーバ２１）、関連団体：３団体

プラットフォーマー：１業者
内容：
（１）水道事業経営における動的サイバー・フィジカルセキュリティの重要性
～企業向けサービスのBCPの観点からの考察～（名古屋工業大学 教授 渡辺 研司 様）
（２）水道情報活用システムの推進に向けて（経済産業省）
（３）水道情報活用システムの導入状況等（厚生労働省）
（４）水道情報活用システムの調達及び稼働状況に係る調査結果（案）

（独立行政法人 情報処理推進機構）
（５）水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況と今後の予定（研究会事務局）
（６）料金・会計SIGの活動概況と今後の予定（料金・会計SIGリーダ）

第4回
水道事業者

WG
開催概要

開催日：2023年2月7日（火）
参加者：水道事業者：８５事業者（会員１８、オブザーバ６７）、関連団体：３団体

プラットフォーマー：１業者
内容：
（１）水道標準プラットフォームの推進に向けて（経済産業省）
（２）水道情報活用システムの導入状況等（厚生労働省）
（３）水道情報活用システムの認知・導入状況及びデータ利活用に関する調査結果（仮）

（独立行政法人 情報処理推進機構）
（４）アセットマネジメントの取組み、財務諸表の見方と経営分析

（菊池副会長（元 岩手中部水道企業団 局長））
（５）水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況と今後の予定（研究会事務局）
（６）質疑応答

第5回
水道事業者

WG
開催概要

概要

２－2 水道事業者WGの活動報告

8
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開催日：2022年6月2８日（火）
参加者：ベンダ：２９業者、プラットフォーマー：１業者
内容：
（１）デジタル産業政策の動向と水道分野の取組み（経済産業省）
（２）水道情報活用システムの導入状況等（厚生労働省）
（３）水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況と今後の予定（研究会事務局）
（４）質疑応答

第4回
ベンダWG
開催概要

開催日：2023年1月26日（木）
参加者：ベンダ：３４業者、プラットフォーマー：１業者
内容：
（１）水道標準プラットフォームの推進に向けて（経済産業省）
（２）水道情報活用システムの導入状況等（厚生労働省）
（３）水道情報活用システムの認知・導入状況及びデータ利活用に関する調査結果（仮）

（独立行政法人 情報処理推進機構）
（４）水道標準プラットフォームのサービス内容のご紹介（（株）ＪＥＣＣ）
（５）水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況と今後の予定（研究会事務局）
（６）質疑応答

第5回
ベンダWG
開催概要

概要

２－3 ベンダWGの活動報告

9

 以下のとおり、ベンダＷＧ活動を行いました。
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 ミクロマネジメントについての議論が行われました。
 水道事業者様へのヒアリングを通して、水道施設台帳整備における業務オペ
レーション（①固定資産台帳と水道施設台帳の連携、②保守修繕時の管理
方法）が整理され、研究会HPへ公開されました（2023年3月）。

 今後は、マクロマネジメントについて議論を進める予定となっております。

２－4 アセットマネジメントSIGの活動報告

10

掲載場所：https://www.j-wpf.jp/

①ノウハウ共有
例えば、他事業者の補修実績を確認するこ
とで、機器をどのくらい延命（更新時期を延ば
す）できたを知ることができる。

②固定資産台帳との連携
固定資産単位の機器をメインとして管理する
ことで、固定資産台帳との連携が可能になり、
正確な資料作成ができる。

データ利活用イメージ

A市
台帳
システム

B市
台帳
システム

C市
台帳
システム

固定資
産台帳

水道標準プラットフォーム
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 料金・会計SIGでは、データ利活用を念頭におき、水道標準プラットフォームにデー
タ蓄積する際の業務区分名（中区分）・データ項目区分名（小区分）の再整
理（SIG：6回、ヒアリング：7回）を実施、標準仕様書の改定を行いました。

 今後は、データ利活用を念頭においた区分名について整理できたことから、標準IF
対応やデータ利活用について議論する予定です。

２－5 料金・会計システムSIGの活動報告および標準仕様書の改定について

11

会計システム

料金システム

改定前 改定後

業務区分名 8 18

データ項目区分名 247 557

参考イメージ（業務区分名）

参考イメージ（業務区分名） 改定前 改定後

業務区分名 5 12

データ項目区分名 186 489
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 CR検討SIGにて、アプリケーションサービスについて、標準仕様書に準拠したサー
ビス・製品であることの自己確認手順が取り纏められました。

 会員向け公開を経て、一般公開を予定しております（2023年5月）。

２－6 CR検討SIGの活動報告

12
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３．水道情報活用システムの普及活動について



www.j-wpf.jp

Copyright (C) 水道情報活用システム標準仕様研究会 All Rights Reserved.

3－1 ウェビナーの開催結果について①

14

 「水道情報活用システムの動向と活用法」と題し、ウェビナーを11月21日に開催。
 登録は、約280団体（うち水道事業者 約180事業者）、約650名（うち水道
事業者 約300名）と、昨年度に引き続き多くの方に聴講頂きました。

開会挨拶 水道情報活用システム標準仕様研究会会長 新 誠一

講演「水道情報活用システムの導入状況等」

厚生労働省 医薬・生活衛生局 水道課長 名倉 良雄 様

講演「水道標準プラットフォームの推進に向けて」

経済産業省 商務情報政策局 ソフトウェア・情報サービス戦略室長
渡辺 琢也 様

講演「浪江町における水道情報活用システムの調達事例について」

浪江町 住宅水道課 料金会計係長 大和田 俊茂 様

講演「水道情報活用システムを活用した企業会計システムの共同化」

大津市 企業局 経営戦略室 副参事 山本 晋平 様

調査報告「水道情報活用システムの調達及び稼働状況に係る調査
結果」

独立行政法人 情報処理推進機構 社会基盤センター

ディスカッション 水道情報活用システム実装による課題解決、水道
イノベーションの可能性

公益財団法人 水道技術研究センター 常務理事 清塚 雅彦 様/
元 岩手中部水道企業団 局長 菊池 明敏 様/株式会社 JECC
取締役副本部長 石﨑 洋 様

閉会挨拶 水道情報活用システム標準仕様研究会会長 新 誠一

「水道情報活用システムの動向と活用法」
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3－1 ウェビナーの開催結果について②

15

＜主なご意見の抜粋＞

 ウェビナー後のアンケートにて、以下のようなご意見を頂きました。今後の活動の参考
とさせて頂き普及活動に注力して参ります。

Q ウェビナーへの全体評価を教えてください。

Ａ ・他事業体における実際の取組や最新動向を知れて大変参考になった。
・ディスカッションやプラットフォームのデモが見られてよかった。
・コスト改善のイメージが出来たため良かったが、監視システムの事例が聞きたい。

Q 浪江町様の講演へのご意見をください。

Ａ ・実際に費用対効果を考慮されている導入が参考になりました。
・少人数運営の自治体の状況（人事異動）と導入後の業務について実態が参考となった。
・浪江町の状況が将来の水道事業と重なる部分もあり、システム調達が参考になった。

Q ウェビナーで取り上げてほしいテーマ、内容があればご意見ください。

Ａ ・同様の取組事例や広域化の事例、導入までのスケジュール
・水道標準プラットフォームを利用した、自治体間のデータ利活用事例
・監視制御システムや管路劣化を予知するようなIoT機器情報

Q 大津市様の講演へのご意見をください。

Ａ ・広域連携の一つのモデルケースになるのではないかと思った。
・経営統合せず緩やかな広域化によって、持続可能な水道事業を目指すことはとても重要。
・仕様がバラバラでも良く、乗せれる都市から協力して兎に角始める作戦、良いと思いました。
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3－2 全国７カ所での説明会・個別相談会の開催結果について

16

 水道事業者向け普及活動として、昨年度に続き全国説明会を開催致しました。地
域密着をコンセプトに、エリアを絞った開催でしたが、多数の事業者に参加頂けました。

 個別相談では、広域展開やデータ利活用等の発展的なご相談を頂きました。

※参加事業者数は、同じ事業者でも違う部署が申し込んでいる場合は別カウ
ントとしてます。

■全国説明会にて頂きました主なご意見について記載
させて頂きます。

 水道情報活用システムをベースにしたアセッ
トマネジメントモデルを確立したい。経営戦
略のアクションプランの一つとしたいので、支援
してもらいたい。（水道事業者Ａ）

 複数の県下事業者が整備した施設台帳に
ついて、水道情報活用システムによる共通シ
ステム化を検討したい（用水供給事業者
B）

 今回の説明で水道情報活用システムについ
て良く理解できた。中央監視システムの更新
を水道情報活用システムで検討したいので、
関係者を集めた勉強会を開催するので支援
してほしい（水道事業者C）

開催日 都市 参加者数 事業者数 個別相談

4/26 松山 28名 15事業者 3事業者

10/25 宇都宮 25名 13事業者 2事業者

10/26 水戸 25名 13事業者 4事業者

11/10 岡山 27名 13事業者 5事業者

11/11 熊本 13名 9事業者 4事業者

11/28 長野 21名 9事業者 3事業者

11/29 金沢 25名 11事業者 3事業者

合計 164名 83事業者 24事業者
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 研究会会員は、2023年3月時点で101者となりました。構成は、水道事業
者等41者、ベンダー51者、プラットフォーマー1者、特別会員8者となっておりま
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3－３ 会員状況について
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